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広島県公安委員会指定 犯罪被害者等早期援助団体
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lご あいさつ

広島県環境県民局

県民生活部長

」ヽ り|1 元 史

広島弁護士会

今 井

長
光

ヘ
ム

広島被害者支援センター並びにその運営を支えておられる会員及び支

援活動員の皆様方におかれましては、犯罪被害者等の方々に対する支援

をはじめ、県の被害者支援施策に御協力いただき、心より敬意と感謝の

意を表します。

近年、県内の交通事故や刑法犯認知件数は減少傾向にあるものの、他

県では、保育園児を含む多数の方が巻き添えとなって死傷する交通事故

や、通学中の小学生などが殺傷される事件が発生しています。尊い命が

突然奪われる悲劇が後を絶たない状況に、深い悲しみを覚えます。

こうした中、全国の被害者支援団体とのネットワークを有し、被害者

やその家族に寄り添いなから、それぞれの実情に応じたきめ細やかな支

援活動を行われている貴センターの存在や期待される役割は益々大きく

なっております。

県といたしましては、貴センターをはじめ関係機関 団体等との連携

強化等に引き続き取り組んで参りますので、今後とも御支援、御協力を

賜りますようお願い申し上げます。

終わりに、広島被害者支援センターの益々の御発展と会員及び関係者

の皆様方の御健勝、御多幸を祈念いたしまして、御挨拶といたします。

lご あいさつ

犯罪被害者は長い間 社会から孤立し、取り残されてきました。ある

日、突然、理不尽な被害を受けた被害者は大きなショックを受けて困惑し、

人生で初めて警察や検察庁に行くことになります。また、心の傷を癒す

には長い時間を要し、周囲の人の言動でさらに傷つくことも少なくあり

ません。

そうした中、広島被害者支援センターは、被害者の心理的側面に配慮

され、いち早く「臨床心理士Jによる専門相談を導入されました。また、

弁護士や支援活動員による電話相談 面談相談をはじめ、警察や検察庁、

裁判所への付き添い等、被害者や遺族の要望に添つたきめ細やかな支援

を実践されてしヽます。貴センター及びその会員、支援活動員の皆さまの

日頃の

'舌

動には、改めて敬意を表するとともに深く感謝申し上げます。

広島弁護士会は そのような貴センターとの連携を一層強め、犯罪被

害者の支援に尽力したいと思つておりますので、今後ともどうぞよろし

くお願い致します。
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令和元年度通常総会開催

令和元年度通常総会を5月 28日 (火)午後5時か

ら、広島市中区の「ひろしま国際ホテル」で開催し、

平成30年度事業報告 収支決算及び定款の一部改正

について審議しました。いずれも原案通り承認されま

した。

平成30年度も公益社団法人 早期援助団体として

の目的を達成するための基本方針に添つて、各事業を

確実に遂行しました。

「支援活動の充実強化Jと しては、電話相談の継続

や、付添や代理傍聴、関係機関との連絡調整 情報提

供などの直接的支援にも被害者等の依頼に多数対応し

たこと。

「相談員等の人材育成活動の強化」では、研修の充

実や、各種研修会への積極的参加によるスキルアッ

プ、また第 11期被害者支援活動員養成講座開講によ

る、新規支援活動員の育成などを行つたこと。

《30年度収支決算書(主要科目)》

(単位 |千円)コ支出

「財政基盤の確立」としては、広島県共同募金会主

催の社会課題プロジェクト活動に参加しての募金活動

や、ホンデリングやり巳罪被害者支援自動販売機設置な

ど、フアンドレイジング事業を積極的に行つたこと。

「広報啓発事業」では、当センターの認知度の向上

と、被害者の現状や被害者支援の必要性を広く県民に

知らせるため、「被害者支援講演会 トークショー&
コンサートJや街頭キャンペーン、各種広報媒体の活

用による広報を行つたこと、等を報告し承認を得まし

た。

平成30年度は、預保納付金が削減される中で、当

センターの重点事業である「支援活動の充実強化」

「相談員等の人材育成活動」「広報啓発活動」に重点

的に予算を配分して事業を推進したことを報告し、承

認を頂きました。

被害者等の要望が多岐にわたり、現状の定款では支

援活動に対応できない事案が出てきているため、支援

活動について「広島県内でイテうものとする」を、「原

則として広島県内で行うものとする」に改正するこ

と。

県内の全市町に会員として加入していただくため、

「特別会員 県内各地方公共団体を特別会員として入

会を認める」の項を設けること。

総会の開催月を5月から6月 に変更すること、以上

3点を報告し、いずれも承認されました。

(単位 :千円)

負担金等支援行政機関

広島市、呉市、廿日市市、

大竹市、東広島市、

安芸高田市、江田島市、

府中市、三原市、竹原市、

三次市、福山市、庄原市、

尾道市、府中町、海田田I、

熊野町、県町村会

勘定科目 決算額 勘定科目 決算機

会費収入

(個人 法人 団体 )

寄付金収入

(寄付金 )

負担金

事業収入

業務委託費

預保納付金

その他

8422

7806
]フ83

380
6104

4680
2

事業費 (87●●)(電話相談 面接、

管理費 (i3%)法 律 専 門相 談

臨床心理士1目 談

支援活動員研修

広報 啓発活動

事務局人件費等

事務所賃資料等)

次期繰越金

28658

4256

‐373フ

計 291フフ 計 29]77
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平成 30年度の相談件数

①平成30年度の電話相談内容

29年度より64件減の350件の相談がありました。

件数は減少しましたが、電話から直接的支援に繋がる

事案もあり、丁寧な対応が求められました。

②平成30年度月別支援件数

9月、11月、12月 に直接的支援の件数が多くありま

した。この時期に裁判があつたためです。

平成30年度電話相談内容

殺人

2● .(6件 )

「

勇麗島

「

獣排島
DV

6・ .(20件 )

‐ ストーカー

1%(5件 )

交通被害 事故

6●.(214)

消費者問題
1%(5件 )

財産的被害
9●.(31件 )

③支援活動の推移

支援総件数は29年度と変わりませんが、30年度は直接的支援が多くありました。

平成30年度月別支援件数
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4月   5月   6月   7月   8月  9月  10月  11月  12月   1月   2月  3月

支援活動の推移

2018

2017

2016

2015

2014

2013

2012

2011

2010

2009

2008

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 η
'6

2017 2018

,電話相談 284 271 347 414 228 287 ∞ 5 鰤 414 3m

面接相談 5 18 16 27 40 40 43 21 17 ∞

口 直接支援 34 136 163 320 田 6 294 446 477 6″ 449 489
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委嘱状授与式 (株)プローバホールディングス様より寄付を頂きました

3月 27日 (水)県警から、警察安全相談課長兼被

害者支援室長 佐賀 岡」様を来賓としてお迎えし、平

成31年度 (令和元年度)被害者支援活動員委嘱状授

与式を行い、44名の活動員に山本理事長が委嘱状を

捜与しました。

44名のうち7名は、第11期被害者支援活動員養成

講座を修了し、今年度から新しく活動員となりまし

た。山本理事長から、「自ら研鑽し、被害者に寄り

添つたきめ細かい支援をして下さい」との話がありま

した。

最後に皆で「倫理綱領Jを唱和し、支援活動に対す

る気持ちを新たにしました。

プローバホールディングス先代社長 (平本 将人

様)の意志を継いで、毎年社会課題解決プロジェクト

共同募金の時期に多額の寄付を頂いております。

心より感謝し、支援活動に有効に使わせていただき

たいと思います。

第12期被害者支援活動員養成講座開講

新たな支援活動員を養成する、被害者支援活動員養

成講座を6月 6日開講しました。受講生は6名です。6

月から8月 までは入門編 (12講 )で、犯罪被害者支

援について基本的なことを学びます。

入門編を修了後、9月から12月 までア ドバンス編

(20講)と してより深い知識の習得と、支援に関わ

るための実践的な研修を行います。

研修の中では、実際に被害に遭われたこ遺族のお話

を聞かせて頂くこともあり、支援することの意味や意

義について考える貴重な機会になつています。

一三
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理事の声 社会課題プロジェクト活動に参力D

理事 (広報啓発委員 採用研修委員)上田みどり

広島被害者センター設立直後は顧間ということでし

たが、少ししてから理事を務め、採用研修と広報啓発

委員をさせていただいています。センターにおける役

目を明確に理解しないまま、スタッフや支援員の方々

から少しずつ学びながらの委員です。これまで大学

で、英米文学や英語の教鞭をとっていた関係上、グ

□―バル人材育成や異文化理解などの場面で、可能な

限りお手伝いをしてきました。大学を退任した今、私

に何ができるだろうかと考えます。

日本の少子高齢社会の具体策が法的にも示された令

和元年、日本社会が以前とは異なることを認識せざる

を得ません。それは、 以心伝心'の街の集合体から、

共通度の薄い、丁寧な説明を必要とする社会に変わり

つつあることを示しています。世代FB5に おいても、男

女間においても、この社会を1央適なものにするために

は、 暗黙の了解事項が多い日本文化 から、より明確

な言葉の発信による理解が求められます。お互いが言

葉を大切に、丁寧に発信する習慣を身につけたいもの

です。

広島には海外からの人たちが、すでに5万人前後居

住されています。互しヽ こ分かり合え、快適に暮らせる

社会へと進める、内からの見直しが必要とされている

ように思います。

平成31年 1月 から3月末まで行われた、広島県共同

募金会主催の平成30年度社会課題解決プロジェクト

共同募金活動に参加しました。

参加フ回目の今回は、日標額を300万円に設定して

募金活動を実施しました。

その結果、3ヶ月の募金期間内に、県内各企業 国

体 個人の方から240件、3,667,990円 と、目標

を大きく上回るこ支援をいただきました。

この募金活動は、寄せられた募金額に応じ、助成金

がマッチングギフトとして加算されるしくみになって

おり、当センターは70万円が加算されました。

その交付式が、6月 27日 に広島県社会福祉会館で

行われ、広島県共同募金会会長 池谷公二郎さんか

ら マッチングギフトを併せた4,367,990円 が当セ

ンターに交付されました。

この寄付金は、犯罪の被害者 こ遺族の支援活動に

大切に使わせて頂きます。皆様のこ協力に心から感謝

申し上げます。

「ひるのコンサート」で広報活動

県庁前の広場で行われた、県警の音楽隊によるミニ

演奏会「ひるのコンサート」に出向き、演奏を聞きに

集まつた人々に当センターのソヽンフレットを配布して

広報を行いました。

0
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「犯罪被害者支援自販機Jの設置にご協力ください。

自動販売機の売り上げ代金の一部を支援金として、当センターにこ寄付していただいております。
現在、県内の建設現場 事業所 企業等で23台を設置し、こ協力頂いております。
設置について詳しくは事務局 (8082-245-6667)へお問い合わせ下さい。
行政機関に設置協力をいただいている自動販売機です。

■

■峰

醐
ぅ J● ●

'

江田島市民センター

壺 ‐■

'

ひとリーAの思いやりで支えていきましょう。
犯罪被書支援自販繊の売上金の一部を、広島被書者支援センターを通して

県内の事件・事故の様書者支援に役立てています。

y目
●自腱販売凛殴E興的

●泊 い螢売織薔理 運営

●■付金 事務手数料の流れ

設置先様

■自動販売機設置契約

・製雲饉蔓約 』5:罵:::L

●|オペ レーション J 0
(自販機管理 売上金回収等)

,uCE

広島被害者支援
センター

型寄付金振込

0

瀾
廿日市市佐方会館 宮島水族館駐車場

自動販売機

設置まで

販売会社

9寄付金・事務手数料娠込
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ホンデリング (本で支援のお願い)

不要になつた本等を寄付して頂くことが、犯罪の被
害に遭われた方々への支援活動につながります。これ
までにもたくさんの方にこ協力頂きました。
不要になつた本やCD、 DVDを「贈与承諾書 (当

センターのlDが入つたもの)」 とともに梱包し、買い

取り業者「(株)パ リュープックス」な0268-75-

9380に お電話していただくと、指定する時間に宅配
業者が引き取りに伺います。

買い取り業者の査定金額が広島被害者支援センター

に寄付されます。
(贈与承諾書は当センターのホームベージから取り出

せます。センターに電話で連絡いただければ送ります。)

ホンデリング
～本でしろがる支量の輸～

ホンデリング

O 寄付につながるもの

★本 の場合

ISBNコ ートが付いているものが対象です

爾 訓脚靭
ゎ
“ 世鉤

本Ot軸  (ア イエスt―工,'と は,

本の
'軸

と ,国 際鎌奉回
=番

号 ● ltl`● ,tl“ I St,|“
``

姉 kl●■ |,o略 締,て 世堺共通て鑢● (3■)を 2憔する

お ●掟餞される。― ドです 0メ て iOオ 図

`●

―  ヽ 国●

皿 ●―
=と

して刊用されています

×お取り餃い商品につきましてご不閉な斎は

提携_411 株式会υ (リ ューフックス (01208262,S までお問合セくださ。、

☆CD DVD ケームの場合

赫 番か付いているものが対象です

の II, ケームの短格品書とは,

贅格品番とは 日本レ●― 卜機奮が定0た 燎略で ∞ ,V,ケー

ムツ,卜 ,ど の市販されているメディア ●

"し
てヽ

'ら
五た

●―卜で, ケースの贅壺無やディスク0印 R面 ●印キされ

ています

0, ,ア ルバム C,のみが対象とな, シン′ル C'

アイドルの投栞●|● 綺集●● COま取 り控え

「
lll害者支援講演会・演奏会」l■l催のお知らせ

期日 11月 27日 (水)14:00～ 17:00(予定)

場所 広島弁護士会館 (中区上八丁堀2‐73)
プログラム (予定)

講演 犯罪被害者こ遺族 岩城順子さん

演奏 エリザベ ト音楽大学 (予定)

※申し込み方法等詳しい内容は、後日ホームページや

チラシでお知らせします。ぜひ、こ参加下さい。

「家族が他県で犯罪被害に遭
い、こ遺族は広島に在住され
ている」または「家族が広島
で被害に適い、こ遺族は他県
に在住されている」そういう
事例が何件かありました。裁

判は事件が起きた県で行われるため、他県のセンター
と連携した支援が必要となりますが、状況によつては
こ遺族の要望に応じて 当センターの相談員が他県に

出向いて行かなければならない場合もあります。今後
はこうした事案に対し、他県でも支援活動ができるよ
う、定時総会において定款を一部改正し活動の幅を広
げました。それに伴い財政基盤の確立 まもちろん支援
活動員の質の向上もさらに求められます。日々の努力
を積み重ねつつ 被害に遭われた方々に寄り添つた支
援活動をしていきたいと思います。

0

広島被害者支援センターは、会員の皆様のこ理解とこ協力

に支えられて運営している団体です。犯罪や交通事故などの

被害にあわれた方や家族の方への支援活動を財政面から,
ポートしてくだきる会員を募集しています。

冒き
会員

 i`:言願曽冒:言言riβう言ξ量[馨

ё潔 口蝙 ませF柵目
そのl● 寄付も随時受け付けています.

銀行を● 1月の方
広島銀行県庁文店 口座番号(普通)3007871

カ1入者名 社回去人広島被書者支援センター

理事長 山本 一隆
副口目をこ利用の方

口座番号 0300-, 9
カ1入者名 社団去人広島被維 援センター

入会 して  年2回 蒲 テ予定の「ニューズレターJとシンポジ

ぃただくと ウムや講湊会の案内を送付します。


